
 

平成２６年１０月１７日 

農林水産省消費・安全局農産安全管理課 

農薬対策室検査登録係 
 

農薬登録情報（使用制限のかかるもの） 
 

 

 以下の農薬は、平成２６年１１月１７日に使用制限となる登録の変更が予定されており

ますので、関係機関等へ周知をお願いいたします。 

 

登録番号 農薬名（商品名） 農薬の種類名 製造者名 

第 20939 号 ジェイエース粒剤 アセフェート粒剤 全国農業協同組合連合会 

第 21904 号 スミフェート粒剤 アセフェート粒剤 住友化学株式会社 

第 20967 号 ジェイエース水溶剤 アセフェート水溶剤 全国農業協同組合連合会 

第 21903 号 スミフェート水溶剤 アセフェート水溶剤 住友化学株式会社 

 

■変更内容及び変更理由 

１）アセフェート粒剤（ 第 2 0 9 3 9 号  ｼ ﾞ ｪ ｲ ｴ ｰ ｽ粒 剤 、 第 2 1 9 0 4 号  ｽ ﾐ ﾌ ｪ ｰ ﾄ粒 剤 ）  

【変更内容（今回の使用制限変更にかかる部分のみ）】 

① 作物名「キャベツ」の「適用病害虫名」、「使用時期」、「本剤の使用回数」、「使用方法」及び「ア

セフェートを含む農薬の総使用回数」をそれぞれ「ハイマダラノメイガ」を削除し、「定植時及

び生育期 但し、収穫 21 日前まで」から「定植時」に、「3 回以内」から「1 回」に、「定植時

植穴処理及び生育期葉面散布」から「植穴処理」に、及び「3 回以内」から「2 回以内（定植時

までの処理は 1 回以内、定植後の散布は 1 回以内）」に変更する。 

② 作物名「はくさい」の「使用時期」、「本剤の使用回数」、「使用方法」及び「アセフェートを含

む農薬の総使用回数」をそれぞれ「定植時及び生育期 但し、収穫 21 日前まで」から「定植時」

に、「3 回以内」から「1 回」に、「定植時植穴処理及び生育期株元散布」から「植穴処理」に、

及び「3 回以内」から「1 回」に変更する。 

③ 作物名「ブロッコリー」の「使用時期」、「本剤の使用回数」、「使用方法」及び「アセフェート

含む農薬の総使用回数」をそれぞれ「定植時及び生育期 但し、収穫 14 日前まで」から「定植

時」に、「3 回以内」から「1 回」に、「定植時植穴処理及び生育期株元散布」から「株元散布」

に、及び「3 回以内」から「1 回」に変更する。 

④ 作物名「だいこん」の「使用方法」及び「アセフェートを含む農薬の総使用回数」をそれぞれ

「は種前作条散布」から「作条散布」に、及び「2 回以内（は種前及びは種時の処理は合計 1

回以内）」から「1 回」に変更する。 

⑤ 作物名「かぶ」の「使用時期」及び「使用方法」をそれぞれ「収穫 14 日前まで」から「収穫 21

日前まで」に、及び「生育期葉面散布」から「株元散布」に変更する。 

⑥ 作物名「なばな」の「使用方法」を「定植時土壌混和処理」から「土壌混和処理」に変更する。 

⑦ 作物名「きゅうり、トマト、なす」の「使用時期」、「本剤の使用回数」、「使用方法」及び「ア

セフェートを含む農薬の総使用回数」をそれぞれ「定植時及び生育期 但し、収穫前日まで」



 

から「定植時」に、「3 回以内」から「1 回」に、「定植時作条散布又は植穴散布、生育期株元散

布」から「作条散布又は植穴処理」に、及び「3 回以内」から「1 回」に変更する。 

⑧ 作物名「ミニトマト」を削除する。 

⑨ 作物名「みずな」の「使用方法」及び「アセフェートを含む農薬の総使用回数」をそれぞれ「定

植時作条散布後土壌混和」から「作条散布後土壌混和」に、及び「2 回以内（定植時は 1 回以内）」

から「1 回」に変更する。 

⑩ 作物名「ばれいしょ」の「アセフェートを含む農薬の総使用回数」を「5 回以内（植付時の処理

は 1 回以内、植付後は 4 回以内）」から「3 回以内（植付時の処理は 1 回以内、植付後は 2 回以

内）」に変更する。 

⑪ 作物名「こまつな」の「使用方法」を「は種前作条散布後土壌混和」から「作条散布後土壌混和」

に変更する。 

⑫ 作物名「チンゲンサイ」の「使用方法」を「定植時作条散布後土壌混和」から「作条散布後土壌

混和」に変更する。 

 

２）アセフェート水溶剤 

（ 第 2 0 9 6 7 号  ｼ ﾞ ｪ ｲ ｴ ｰ ｽ水 溶 剤 、 第 2 1 9 0 3 号  ｽ ﾐ ﾌ ｪ ｰ ﾄ水 溶 剤 ）  

【変更内容（今回の使用制限変更にかかる部分のみ）】 

① 作物名「かんきつ」を削除する。 

② 作物名「かき」の「希釈倍数」を「1000～1500 倍」から「1500 倍」に変更する。 

③ 作物名「ぶどう」の「使用時期」、「本剤の使用回数」及び「アセフェートを含む農薬の総使用

回数」をそれぞれ「収穫 30 日前まで」から「収穫 60 日前まで」に、「2 回以内」から「1 回」

に、及び「2 回以内」から「1 回」に変更する。 

④ 作物名「キャベツ」の「使用時期」、「本剤の使用回数」及び「アセフェートを含む農薬の総使

用回数」をそれぞれ「収穫 7 日前まで」から「収穫 30 日前まで」に、「3 回以内」から「1 回」

に、及び「3 回以内」から「2 回以内（定植時までの処理は 1 回以内、定植後の散布は 1 回以内）」

に変更する。 

⑤ 作物名「はくさい」の「希釈倍数」、「使用時期」、「本剤の使用回数」及び「アセフェートを含

む農薬の総使用回数」をそれぞれ「1000～1500 倍」から「1500 倍」に、「収穫 14 日前まで」か

ら「収穫 30 日前まで」に、「3 回以内」から「1 回」に、及び「3 回以内」から「1 回」に変更

する。 

⑥ 作物名「レタス」の「使用時期」を「収穫 14 日前まで」から「収穫 30 日前まで」に変更する。 

⑦ 作物名「ブロッコリー」を削除する。 

⑧ 作物名「だいこん」を削除する。 

⑨ 作物名「かぶ」を削除する。 

⑩ 作物名「チンゲンサイ」の「希釈倍数」を「1000 倍」から「1500 倍」に変更する。 

⑪ 作物名「みずな」の「希釈倍数」、「使用時期」、「本剤の使用回数」及び「アセフェートを含む

農薬の総使用回数」をそれぞれ「1000 倍」から「1500 倍」に、「収穫 14 日前まで」から「収穫

21 日前まで」に、「2 回以内」から「1 回」及び「2 回以内（定植時は 1 回以内）」から「1 回」

に変更する。 

⑫ 作物名「トマト」、「ミニトマト」及び「なす」を削除する。 



 

⑬ 作物名「オクラ」の「使用時期」を「収穫 3 日前まで」から「収穫開始 7 日前まで」に変更す

る。 

⑭ 作物名「ばれいしょ」の「使用時期」、「本剤の使用回数」及び「アセフェートを含む農薬の総

使用回数」をそれぞれ「収穫 7 日前まで」から「収穫 30 日前まで」に、「4 回以内」から「2 回

以内」に、及び「5 回以内（植付時の処理は 1 回以内、植付後は 4 回以内）」から「3 回以内（植

付時の処理は 1 回以内、植付後は 2 回以内）」に変更する。 

⑮ 作物名「茶」の「使用時期」、「本剤の使用回数」及び「アセフェートを含む農薬の総使用回数」

をそれぞれ「摘採 30 日前まで」から「摘採 45 日前まで」に、「2 回以内」から「1 回」に、及び

「2 回以内」から「1 回」に変更する。 

 

 



 
【適用表（今回の使用制限変更にかかる部分のみ）】 

１）アセフェート粒剤（ 第 2 0 9 3 9 号  ｼ ﾞ ｪ ｲ ｴ ｰ ｽ粒 剤 、 第 2 1 9 0 4 号  ｽ ﾐ ﾌ ｪ ｰ ﾄ粒 剤 ）  

［変更前］ 

作物名 
適用 

病害虫名 
使用量 使用時期 

本剤 

の 

使用 

回数 

使用方法 

ｱｾﾌｪｰﾄを 

含む農薬の 

総使用回数 

キャベツ 

ｱｵﾑｼ 

ｺﾅｶﾞ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 3～6kg/10a 

(1 株当り 

1～2g) 

定植時及び生育期 

但し、 

収穫 21 日前まで 

3 回 

以内 

定植時植穴処理 

及び 

生育期葉面散布 

3 回以内 

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 収穫 21 日前まで 生育期葉面散布 

はくさい 

ｱｵﾑｼ 

ｺﾅｶﾞ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

定植時及び生育期 

但し、 

収穫 21 日前まで 
定植時植穴処理 

及び 

生育期株元散布 

ブロッコリー ﾖﾄｳﾑｼ 

6kg/10a 

(1 株当り

2g) 

定植時及び生育期 

但し、 

収穫 14 日前まで 

だいこん 

ｱｵﾑｼ 

ｺﾅｶﾞ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

3～4kg/10a は種前 

1 回 

は種前作条散布 

2 回以内 

（は種前及び

は種時の 

処理は 

合計 1 回以内） 

かぶ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

4kg/10a 収穫 14 日前まで 生育期葉面散布  

1 回 
なばな 

6kg/10a 

(1 株当り 

2g) 

定植時 

定植時土壌混和

処理 

きゅうり 

ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

3～6kg/10a 

(1 株当り 

1～2g) 

定植時及び生育期 

但し、収穫前日まで 

3 回 

以内 

定植時作条散布 

又は植穴散布、 

生育期株元散布 

3 回以内 

トマト 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ ミニトマト 定植時 1 回 

定植時作条散布 

又は 

植穴散布 

2 回以内 

(定植時の処理

は 1 回以内、 

定植後は 

1 回以内) 

なす 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

定植時及び生育期 

但し、収穫前日まで 

3 回 

以内 

定植時作条散布 

又は植穴散布、 

生育期株元散布 

 

3 回以内 

みずな 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

6kg/10a 定植時 

1回 

定植時作条散布

後土壌混和 

2回以内 

（定植時は 

1回以内 

ばれいしょ 

3～6kg/10a 

植付時 作条散布 

5回以内 

(植付時の処理

は1回以内、 

植付後は 

4回以内) 

こまつな は種前 
は種前作条 

散布後土壌混和 
1回 

チンゲンサイ 定植時 
定植時作条 

散布後土壌混和 



 
 

［変更後］ 

作物名 
適用 

病害虫名 
使用量 使用時期 

本剤 

の 

使用 

回数 

使用方法 

ｱｾﾌｪｰﾄを 

含む農薬の 

総使用回数 

キャベツ 
ｱｵﾑｼ 

ｺﾅｶﾞ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

3～6kg/10a 

(1 株当り 

1～2g) 定植時 

1 回 

植穴処理 

2 回以内 

（定植時までの

処理は 1 回以内、 

定植後の散布は 

1 回以内） 

はくさい 

1 回 

ブロッコリー ﾖﾄｳﾑｼ 
6kg/10a 

(1 株当り 2g) 
株元散布 

だいこん 

ｱｵﾑｼ 

ｺﾅｶﾞ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

3～4kg/10a は種前 作条散布 

かぶ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

4kg/10a 
収穫 21 日 

前まで 

株元散布 

なばな 
6kg/10a 

(1 株当り 2g) 

定植時 

土壌混和処理 

きゅうり 

ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
3～6kg/10a 

(1 株当り 

1～2g) 

作条散布 

又は 

植穴処理 

トマト 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ 

なす 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

みずな 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

6kg/10a 
作条散布後 

土壌混和 

ばれいしょ 

3～6kg/10a 

植付時 作条散布 

3回以内 

(植付時の処理は 

1 回以内、 

植付後は 

2 回以内) 

こまつな は種前 
作条散布後 

土壌混和 
1 回 

チンゲンサイ 定植時 

 



 
２）アセフェート水溶剤 

（ 第 2 0 9 6 7 号  ｼ ﾞ ｪ ｲ ｴ ｰ ｽ水 溶 剤 、 第 2 1 9 0 3 号  ｽ ﾐ ﾌ ｪ ｰ ﾄ水 溶 剤 ）  

 ［変更前］ 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 

本剤 

の 

使用 

回数 

使用 

方法 

ｱｾﾌｪｰﾄを 

含む農薬の 

総使用回数 

かんきつ 

ﾔﾉﾈｶｲｶﾞﾗﾑｼ 

ﾂﾉﾛｳﾑｼ 

ﾙﾋﾞｰﾛｳﾑｼ 

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

1000 倍 

200～700 

L/10a 

収穫 30 日前 

まで 

3 回 

以内 

散布 

3 回以内 
ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ 

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

ｹｼｷｽｲ類 

1000～

1500 倍 

ﾐｶﾝﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐ 1500 倍 

かき 

ｶｷｸﾀﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

ｶｷﾉﾍﾀﾑｼｶﾞ 

1000～

1500 倍 

収穫 45 日前

まで 2 回 

以内 
2 回以内 

ぶどう 
ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

ﾌﾀﾃﾝﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 

1500～

2000 倍 

収穫 30 日前

まで 

キャベツ 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

ｱｵﾑｼ 

ｺﾅｶﾞ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ 
1000～

1500 倍 

100～300 

L/10a 

収穫 7 日前 

まで 

3 回 

以内 
3 回以内 

はくさい 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

ｱｵﾑｼ 

ｺﾅｶﾞ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

収穫 14 日前

まで 

レタス 

ﾖﾄｳﾑｼ 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 
1000 倍 

ブロッコリー ﾖﾄｳﾑｼ 

収穫 14 日前

まで だいこん 

ｱｵﾑｼ 

ｺﾅｶﾞ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

1500～

2000 倍 
2 回 

以内 

2 回以内 

（は種前及び 

は種時の処理は

合計 1 回以内） 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 1500 倍 

かぶ 

ｱｵﾑｼ 

ｺﾅｶﾞ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

1500～

2000 倍 
収穫 21 日前

まで 
1 回 1 回 

チンゲンサイ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

1000 倍 
みずな 

収穫 14 日前

まで 

2 回 

以内 

2 回以内 

（定植時は 

1 回以内） 

トマト 

1000～

2000 倍 収穫前日 

まで 

3 回 

以内 
3 回以内 

ﾏﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 
1000 倍 

 



 

（つづき） 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 

本剤

の 

使用

回数 

使用 

方法 

ｱｾﾌｪｰﾄを 

含む農薬の 

総使用回数 

ミニトマト 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
1000～

2000 倍 

100～300 

L/10a 

収穫前日 

まで 
1 回 

散布 

２回以内 

(定植時の処理は 

1 回以内、定植後

は 1 回以内） 

ﾏﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 
1000 倍 

なす 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
1000～

2000 倍 
収穫 7 日前 

まで 

3 回 

以内 
3 回以内 

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

1000 倍 

オクラ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

ﾌﾀﾃﾝﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞ

ｲ 

収穫 3 日前 

まで 
1 回 1 回 

ばれいしょ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

ｵｵﾆｼﾞｭｳﾔﾎｼﾃﾝﾄｳ 
収穫 7 日前 

まで 

4 回 

以内 

5 回以内 

(植付時の処理は

1 回以内、植付後

は 4 回以内） 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

1000～

2000 倍 

300 倍 25L/10a 

茶 

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 

1000～

2000 倍 200～400 

L/10a 

摘採 30 日前

まで 

2 回 

以内 
2 回以内 

ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 
1000～

1500 倍 



 
 

【変更後】 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 

本剤 

の 

使用 

回数 

使用 

方法 

ｱｾﾌｪｰﾄを 

含む農薬の 

総使用回数 

かき 

ｶｷｸﾀﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

ｶｷﾉﾍﾀﾑｼｶﾞ 

1500 倍 
200～700 

L/10a 

収穫 45 日前

まで 

2 回 

以内 

散布 

2 回以内 

ぶどう 
ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

ﾌﾀﾃﾝﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 

1500～

2000 倍 

収穫 60 日前

まで 

1 回 

1 回 

キャベツ 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

ｱｵﾑｼ 

ｺﾅｶﾞ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ 

1000～

1500 倍 

100～300 

L/10a 

収穫 30 日前 

まで 

2 回以内 

（定植時までの 

処理は 1 回以内、 

定植後の散布は 

1 回以内） 

はくさい 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

ｱｵﾑｼ 

ｺﾅｶﾞ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

1500 倍 1 回 

レタス 

ﾖﾄｳﾑｼ 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

1000～

1500 倍 
3 回 

以内 
3 回以内 

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 1000 倍 

チンゲンサイ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1500 倍 

収穫 21 日前 

まで 

１回 １回 

みずな 

オクラ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

ﾌﾀﾃﾝﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺ

ﾊﾞｲ 
1000 倍 

収穫開始 7 日

前まで 

ばれいしょ 

ﾖﾄｳﾑｼ 

ｵｵﾆｼﾞｭｳﾔﾎｼﾃﾝﾄ

ｳ 収穫 30 日前 

まで 

2 回 

以内 

3回以内 

(植付時の処理は 

1 回以内、植付後は

2 回以内) ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

1000～

2000 倍 

300 倍 25L/10a 

茶 

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞ

ｲ 

1000～

2000 倍 200～400 

L/10a 

摘採 45 日前

まで 
1 回 1 回 

ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 
1000～

1500 倍 

 

【変更理由】 

新たに導入された短期暴露評価に対応して製造者が自ら短期的な摂取量を試算した結果、本剤

の使用により想定される最高濃度で残留した農作物を一度又は１日に多く摂取した場合に、想定

される急性参照用量を超過することが予想されたため。 

 


